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1 ．はじめに 2．提案手法 

画像による物体検出・認識処理を行う上で，画像内に存

在する陰影が誤検出・誤認識の原因となることがある．物

体表面上に発生する陰影は，物体とは無関係な輪郭や輝度

変化を発生させるため，輪郭抽出・領域分割等の処理や，

特徴量の抽出に影響を与え，検出・認識処理を困難にさせ

るからである．そこで，画像処理における陰影の影響を軽

減させることを目指した，陰影検出・除去手法が必要とな

る． 

光源が色相値を持っている場合，陰影による表面色の変

化は輝度だけではなく，色相にも影響を与えてしまう．こ

の時の，光源の持つ色相値・輝度値と陰影による表面色の

変化の関係を図 2 に示す．陰影領域とは，光源から発せら

れた光が，物体に遮られ当たらない領域のことを指す．こ

のことから，図 2(B)に示される陰影領域(■)と非陰影領域

(△)との色の差は，図 2(A)に示される光源の持つ色に等しい

と考えられる．この時，陰影領域は非陰影領域よりも輝度

値が低くなるため，これらの色相値と輝度値の特徴を用い

て陰影検出を行う．また，陰影領域に非陰影領域との色の

差を足し合わせ，陰影の無い状態へ戻すことで陰影除去を

行う． 

これまで提案された陰影除去手法としては，明度変化を

利用する手法[1]や，背景画像との相関を利用する手法[2]が
ある．それぞれ特定の条件下では有効であるが，陰影の濃

さに対応できない，背景画像が必要となる等の問題が存在

する．  
 我々はこれまでに視覚心理学的モデルに基づいた，色相

成分だけを使用する，陰影の影響を受けない輪郭抽出手法

を提案している[3]．この手法は，人間が入力画像内で，色

相値と輝度値が同時に変化している境界を異なる物体間の

境界とみなし，輝度値だけが変化している境界を陰影が作

る境界であるとみなす視覚心理学的モデルに基づいたもの

であり，白熱灯の様な色相成分を持たない光源により作ら

れた陰影に対して有効であることを示した(図 1(A))．しかし，

図 1(B)に示すように，照明を例えば緑色にすると，光源が

色相成分を持つために，輝度値だけではなく色相値にも影

響を与えてしまい，十分に陰影による影響を取り除くこと

ができない． 
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図 2 光源の持つ色と陰影による表面色の変化 そこで，本稿では，光源の持つ色相値と輝度値に影響を

受けない陰影除去手法を提案する．  

3. 陰影検出・除去  
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 図 3 に陰影検出・除去のフローチャートを示す．まず，

入力画像に対して領域分割を行う．分割した領域の隣接領

域を調査し，それぞれで陰影検出を行う．陰影検出の際に

比較を行う色相値と輝度値には，各領域の平均色相値と平

均輝度値を用いる．検出した陰影領域と，対応する非陰影

領域との色相値と輝度値の差を保存する．全隣接領域につ

いて陰影検出処理を行った後に，保存されている情報を用

いて陰影除去を行う． 

 
 
 
 
 
 
 
 本手法で使用する光源の色相値と輝度値は，あらかじめ

陰影部のわかっている画像を使用するなどして，陰影領域

と非陰影領域の色相値と輝度値それぞれの差分を求めるこ

とで，処理前に取得しておく． 

 
 
 
 

4 ．実装結果  
図 1 グレースケール・色相・輝度による輪郭抽出 提案手法を用いて，陰影の存在する入力画像から陰影を

除去する実験を行った．実験条件を表 1 に示す．なお，色

相と輝度は，輝度-色相で表現される CIE 色空間上で取り扱

った． 
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図 3 陰影検出・除去フローチャート 
 

表 1 実験条件 

入力画像サイズ 100×100 [pixel] 

開発環境 Microsoft Visual  C++.NET 

OS Microsoft Windows XP 

CPU Intel® Core™2 CPU 6400 2.13GHz

メモリ 3.00 GB 

 
図 4 に緑色照明の場合の，図 5 に太陽光の場合の陰影検

出・除去結果を示す．処理時間は，図 4 は 17ms，図 5(A)
は 26ms，(B)は 19ms である． 
図 4 において，光源の色情報を用いない従来手法（同図

下段）では陰影除去ができていない．しかし，提案手法（上

段）では陰影検出・除去が正確に行えていることがわかる．

図 5(A)では，入力画像手前の陰影を検出できているが、陰

影領域全てを除去できていない．これらは，陰影の輪郭を

正しく抽出できていないことが原因である．同図(B)では，

入力画像中央部の陰影が検出・除去できているが，誤検出

も発生している(図 5(B)の矢印部)．これは，陰影と関係の無

い隣接領域間の色の差が，光源の持つ色と等しかったこと

が原因である． また，図 4 および 5 の陰影除去結果には，

陰影領域の境界付近で正確な陰影除去がされていない箇所

がある．これは，領域分割の際に，領域間の境界付近がエ

ッジ部として用いられ，領域に含まれていないことが原因

である． 

5 ．まとめと今後の課題 

光源の色情報を用いた簡単な処理による陰影検出・除去

手法を提案した．提案手法は，陰影の境界がはっきりとし

ている画像ほど正確に検出・除去が可能である． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 緑色照明での陰影検出・除去 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 太陽光での陰影検出・除去 
 

今後の課題としては，陰影検出では，色情報の比較によ

る誤検出が発生しているため，比較方法の改善等を行い，

精度を向上させる必要がある．陰影除去では，より正確に

除去を行うために領域境界付近も考慮した領域分割の考案

が必要である．また，本手法では手動で光源の色情報の取

得を行っているため，自動化手法の考案が必要である． 
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